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５
９
８
ha
（
延
長
約
３
５
９
㎞
）
あ
り
、
今

後
、
整
備
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

設
置
済
み
の
防
護
柵
に
つ
い
て
も
、
更
新
が

必
要
な
延
長
が
１
８
５
㎞
あ
り
、
全
体
で
５

４
４
㎞
を
令
和
５
年
度
ま
で
に
整
備
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
　

６
次
産
業
化
の
振
興
が
あ
ま
り
進
ん
で

い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　

市
内
の
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
な
生
産
者

で
あ
り
、
生
産
で
精
一
杯
で
、
２
次
、
３
次
産

業
に
取
り
組
む
こ
と
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

補
助
対
象
が
機
械
・
加
工
施
設
に
限

ら
れ
て
い
る
。
人
件
費
を
補
助
対
象
に
で
き

な
い
か
。

　
　

現
行
制
度
で
は
人
件
費
は
補
助
対
象

外
で
あ
る
が
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
６
次
産

業
化
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
物
産
の
振
興
に
つ
な

が
る
制
度
へ
見
直
す
時
期
が
来
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

委
員
会
か
ら
の
指
摘

　

農
商
工
連
携
は
成
果
を
伸
ば
し
て
い
る
状

況
も
あ
り
、
最
も
大
事
な
の
は
最
終
的
に
販

売
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
販
売
へ
の
サ
ポ

ー
ト
に
も
重
点
を
お
く
よ
う
に
。

　
　

起
業
支
援
補
助
金
に
か
か
る
※
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

寄
附
金
の
申
込
額
が
目
標
額
に
達
し
た
場

合
は
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
制
度
で
あ
る
が
、

そ
う
で
な
い
場
合
は
、
事
業
に
厳
し
い
制
約

を
受
け
る
状
況
と
な
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

思
う
よ
う
に
寄
附
金
が
集
ま
ら
な
か
っ
た

場
合
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
策
を
考

え
て
い
る
か
。

　
　

起
業
支
援
補
助
金
を
申
請
し
、
１
０

０
万
円
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
し
て
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
申
請
も
行
な
っ
た
も
の

の
、
結
果
的
に
寄
附
金
が
あ
ま
り
集
ま
ら
な

か
っ
た
。

　

寄
附
額
が
目
標
を
下
回
っ
た
場
合
に
支
援

を
行
う
仕
組
み
は
な
い
が
、
今
後
と
も
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
退
任
後
に
つ
い
て
は
、

寄
り
添
っ
た
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

※
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は

　

自
治
体
が
抱
え
る
問
題
解
決
の
た
め
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
寄
附
金
の
使
い
道
を
よ
り
具
体
的

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
共
感
し
た
人
か
ら
寄
附
を
募
る
仕
組
み
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
導
入
事
業

敬
老
祝
金
給
付
事
業

６
次
産
業
化
推
進
事
業

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

公
営
住
宅
整
備
事
業

平
成
30
年
度
平
戸
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

 　
　

３
月
定
例
会
で
、
77
歳
に
対
す
る
敬

老
祝
金
８
千
円
の
支
給
を
廃
止
す
る
改
正

案
を
全
会
一
致
で
否
決
し
た
。
今
後
の
敬
老

祝
金
の
支
給
の
在
り
方
を
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　

今
後
、
平
均
寿
命
の
延
伸
や
介
護
給

付
費
の
増
加
等
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
元
気

高
齢
者
の
割
合
の
引
き
上
げ
施
策
へ
の
転
換

等
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
敬
老
祝
金
の
支
給

見
直
し
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
の
77
歳
時
と
88
歳
時
の
支
給
を
一
本

化
す
る
と
と
も
に
、
経
過
措
置
を
講
じ
る
な

ど
の
見
直
し
案
を
検
討
し
て
お
り
、
周
知
期

間
も
必
要
で
あ
る
た
め
、
９
月
議
会
ま
た
は

12
月
議
会
に
改
正
案
を
提
案
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
い
ち
ご
高
設
栽
培
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

事
業
実
施
者
が
減
少
し
た
理
由
は
何
か
。

　
　

２
名
の
取
り
下
げ
が
あ
り
、
１
名
は
繁

殖
牛
経
営
を
優
先
し
た
い
と
の
理
由
で
、
も

う
１
名
は
後
継
者
に
事
業
継
承
を
済
ま
せ
た

後
、
後
継
者
が
申
請
し
た
い
と
の
理
由
で
減

少
し
た
。

　
　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
管
理
を
徹
底
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
か
。

　
　

全
体
を
通
し
て
の
個
別
管
理
指
導
は
行

な
っ
て
い
な
い
が
、
農
業
者
か
ら
個
別
に
報

告
が
あ
っ
た
場
合
や
、
中
山
間
地
域
・
多
面

的
機
能
な
ど
の
直
接
支
払
の
集
落
協
定
を

行
な
っ
て
い
る
団
地
に
は
指
導
し
て
い
る
。

　
　

現
在
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
防

護
柵
設
置
状
況
と
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

耕
作
放
棄
地
を
除
い
た
農
地
面
積
３
，

１
８
０
ha
の
う
ち
、
２
，５
８
２
ha
（
平
成

18
〜
30
年
度
）
設
置
し
て
い
る
。
未
設
置
が

　
　
（
敷
佐
町
の
大
切
橋
災
害
復
旧
工
事
に

関
し
）
平
成
31
年
３
月
に
河
川
護
岸
の
石

積
み
が
崩
壊
し
た
が
、
危
険
な
橋
梁
と
し
て

把
握
し
て
い
た
の
か
。

　
　

平
成
30
年
９
月
に
現
場
を
調
査
し
、

長
寿
命
化
計
画
に
計
上
す
る
な
ど
今
後
の

対
策
を
検
討
し
、
定
期
的
に
観
察
し
て
い
た

矢
先
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　

交
通
量
等
も
考
え
、
災
害
が
起
こ
る

前
に
補
修
工
事
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　

橋
梁
長
寿
命
化
事
業
は
災
害
を
起
こ

さ
な
い
こ
と
も
目
的
で
あ
る
。
定
期
的
な
点

検
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
補
修
し
な
が
ら
、

少
額
で
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
く
方
針
。

　
　

将
来
は
利
便
性
が
よ
い
場
所
に
集
約
し
、

整
備
す
る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　
　

第
７
次
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に

盛
込
ん
で
統
廃
合
、
建
替
え
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　

現
在
の
加
入
状
況
、
起
債
の
残
額
、

繰
上
償
還
が
可
能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

加
入
状
況
は
60
％
。
起
債
残
額
は
公

営
企
業
債
６
，８
０
０
万
円
で
、
令
和
13
年

度
ま
で
の
償
還
。
繰
上
償
還
を
行
う
場
合
、

今
後
の
支
払
分
の
利
子
も
含
め
て
の
償
還
と

な
る
。

　
　

検
査
基
準
値
内
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
処

理
水
を
沖
合
い
に
放
流
し
て
い
る
が
、
今
後

の
在
り
方
や
放
流
水
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、

再
度
、
漁
協
と
の
協
議
を
検
討
し
て
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

　
　

処
理
水
の
沖
合
い
へ
の
放
流
は
、
建
設

当
時
の
漁
協
と
の
協
議
に
よ
る
も
の
で
あ
る

が
、
機
能
診
断
調
査
・
最
適
整
備
構
想
計

画
に
基
づ
き
、
他
に
も
良
い
案
が
な
い
か
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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